
今月号の話題

u 公民館関係役職員研修会（中央）

u わんぱく自然塾（村上）

u わらべ歌教室（中央）

u 囲碁将棋大会（荒川）

u 村上パパスクール（中央）

u 職員紹介「朝日地区公民館」

u 山北民謡愛好会（山北）

u イベント告知 ４月・５月の予定

村上市生涯学習推進センター 発行

回覧

マナボーテ村上
４月号２０１８年

容をふまえ、各地域での課題や提案について

協議しました。ここでは、各地区での課題や

実践している活動などの情報の共有化を図る

とともに、グループワークの運営手法を学び

ました。

全体を通して普段は離れて公民館活動を行

っている各役職員の交流が深められ、それぞ

れが抱える地域課題を共有することができま

した。この研修で学んだ成果を各地域での公

民館活動に活かし、村上市の教育理念である

「郷育のまち・村上」の達成に向けた取組み

を進めていきます。

３月５日（月）、村上市教育情報センターで

平成２９年度の公民館関係役職員研修会を開

催しました。当日は、各地区公民館長をはじ

め、各地区の公民館職員や社会教育指導員、

公民館運営協力員が参加しました。

この度の研修会では、新潟県教育庁下越教

育事務所社会教育課名古課長様をはじめ３名

の講師を迎え、座学を行った後、グループワ

ークを行い、最後にグループワークの成果の

発表に対する講評をいただきました。

最初の座学では、地域と学校の連携・協働に

関する国・県の動向や各種施策の内容、県内

近隣市町村での施策の取組み状況などが説明

され、学校と地域の連携の窓口として公民館

が果たす役割の重要性について学びました。

続いて行われたグループワークでは、「村上

市の地域と学校の連携をより推進するため

に」をテーマとして、前段の座学で学んだ内

～「郷育のまち･村上」推進に向けて～
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公民館関係役職員研修会開催！！
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３月１１日（日）、マナボーテ村上で、「新

潟子ども本を読む会」代表 野上千恵子氏を

講師にわらべ歌教室を行いました。この講座

は、絵本の読み聞かせ教室の受講者の「わら

べ歌をもっと学びたい」という声から生まれ

た講座で、「うぐいすの たにわたり」「たん

ぽぽ」などの春の歌から「おふねがぎっちら

こ」「にゅうめん そうめん」などの夏のうた

までの１６曲を手遊びなどを交えて歌いまし

た。「ほうずきばあさん」「どんどんばし」で

は、輪になり遊びながら楽しく学びました。

参加者からは「ひととき子どもに返らせて

いただきました」「とてもやさしく温かい気持

ちになった。早速実践してみようと思う」な

どの声が寄せられました。

３月１１日（日）、春の訪れを感じる穏やか

な日差しの中、まだまだ深く雪が残る縄文の

里・朝日を会場に「わんぱく自然塾」第４回

目の活動を行いました。

子どもたちは初めて履くスノーシューで森

の中を散策した後、スノーシューリレーや宝

探しゲームを楽しみました。

お昼は村上地区公民館運営協力員お手製の

野菜たっぷりで盛り付けにもこだわった「お

しゃれなスペシャルカレー！」お腹もさるこ

とながら心も満足の昼食でした。

午後からは、待ちに待った雪合戦!! 子ども

たちによるチーム対抗だけでは飽き足らず、

運営協力員による大人チームと白熱した試合

を繰り広げていました。

ほんのりとした春の香を感じながら、この

時期にしかできない貴重な体験を思う存分楽

しんだ一日となりました。

雪の上を元気いっぱい駆け回りました

わんぱく自然塾

地域の歴史を読み解く 古文書読解講座

荒川地区に現存する史料を教材に古文書を読み解く

力をはぐくみ、地域の歴史について学んでみませんか。

と き ５月１２日～１０月２７日の隔週土曜日

午前９時～１１時

ところ 荒川地区公民館

講 師 郷土史研究会 平田 琢也 氏

定 員 １０人（先着順）

参加費 無料

持ち物 くずし字解読辞典 ※各自で用意してください

申込み ５月１日（火）までに荒川地区公民館へ

ＴＥＬ６２―３０５０

むらかみ市民講座の企画案を募集します

皆さんが実施してみたい、学んでみたい内容を募

集します。

対 象 市内に在住または在勤・在学する人、市

内で活動する各種団体

応募期限 ４月２７日（金）

そ の 他 応募方法など詳しくは、マナボーテ村上

および各地区公民館にある募集要項また

は市ホームページをご覧になるか、お問

合せください。

問合せ先 中央公民館 TEL ５３－２４４６
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3 月４日（日）、荒川地区公民館の和室を会

場に、第１０回荒川地区市民囲碁将棋大会を開

催しました。地区内外から多くの方にご参加い

ただき、囲碁17名、将棋26名の方々が熱戦

を繰り広げました。

荒川囲碁クラブ・荒川将棋クラブの両クラブ

が中心となり、大会運営にあたっていただきま

した。

大会結果は次のとおりです。（敬称略）

【囲碁】

有段者の部 優勝 長谷川孝

準優勝 鈴木民夫 ３位 庄司幸次郎

一 般 の 部 優勝 冨樫勇

準優勝 竹内正 ３位 小川萬平

【将棋】

有段者の部Ａ 優勝 三浦久美男

準優勝 伊藤昌義 ３位 山﨑英則・小川泰夫

有段者の部Ｂ 優勝 竹中勝男

準優勝 斎藤竹規 ３位 大滝勝男・安良岡悦夫

一 般 の 部 優勝 松田昭平

準優勝 矢野千廣 ３位 前田謙三・金沢謙次

３月１８日（日）、マナボーテ村上で親子運

動遊び教室を開催しました。前半は「NPO法

人希楽々」島田英宏氏を講師に親子でできる

運動を行いました。子どもたちは、走って、

飛んで、投げて、蹴って、バランスをとり時

にはパパと勝負や協力をして、全身を使って

遊びました。子どものできたことを一つ一つ

ほめる姿はとてもすばらしいものでした。

後半は、「村上 ohana ネット」副代表 渡

辺展生氏に全国体力調査において、運動をし

ている子どもとしていない子どもの体力にお

いて二極化している現状をお話いただきまし

た。また、自分でどんな遊びをしようか考え

提案し、自発的に運動することは、運動神経

を鍛えること、ルールを決めて遊ぶこと、コ

ミュニケーションをとること、五感を使うこ

となどに効果があるとのお話を聞き、参加者

からは今後の子育てに役立たせたいとの意見

が見受けられました。

子どもと楽しさを共有できた講座になりま

した。

今年度も引き続き「村上パパスクール」「の

んびりパパ cafe」を開催し、パパたちの子育

ての応援と家庭教育を推進していきます。

親子で運動遊び

村上パパスクール

神林 俳句教室

俳句の楽しさを味わい、俳句への関心・能力を高めましょう。

と き ５月１０日（木）、２４日（木）、６月１４日（木）、２８日（木）、７月１２日（木）、２６日（木）

午後１時３０分から３時まで

ところ 神林地区公民館 定 員 １5人（先着順） 参加費 無料

講 師 荒井 清志 氏（山居俳句会 会長） 持ち物 筆記用具

申込み ５月１日（火）までに神林地区公民館へ ＴＥＬ６０－１５００
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4月・5月の予定

4月21日(土) のんびりパパ cafe in あら、ほっ(中央)

4月 22日(日) おはなしワールド(神林・荒川)

5月 3日(木・祝) おってぎ登山(神林)

5月 13日(日) ともそだち講座 母の日編(村上)
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広報誌「マナボーテ村上」の問合せ先

村上市生涯学習課 中央公民館

TEL ５３－２４４６

FAX ５３－２９７７

e-mail manabi@city.murakami.lg.jp
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広報誌「マナボーテ村上」は村上市のホームページでも公開しています。
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